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別表 国際交流プログラム及び国際研究協力ジャパントラスト事業海外研究者招へいの支給条件と支給方法 

支給項目 
支給条件 

支給方法 
国際交流プログラム 国際研究協力ジャパントラスト事業 

１渡航費 

個別招へい研究者の所属機関の最寄りの国際

空港から、受入機関の最寄りの国際空港までの往

復航空運賃を支給する。 

クラスＳは原則ビジネスとし同伴家族１名１

度の往復航空運賃（ビジネス）を支給する。また

、クラスＡＡは原則ビジネス、クラスＡは原則ノ

ーマルエコノミー（ノーマルエコノミー料金を超

えなければディスカウントビジネスも可）、クラ

スＢ及びＣは原則ディスカウントエコノミー（場

合によりノーマルエコノミー）とする。 

原則以外の支給が必要と認められる特別な理

由がある場合は、受入機関が機構の事前許可を受

けるものとする。 

招へい研究者の所属機関の最寄りの国際空港か

ら、受入機関の最寄りの国際空港までの往復航空

運賃を支給する。但し、運賃のクラスは次のとお

りとする。 

【クラスＡ】原則ノーマルエコノミー（ノーマル

エコノミー料金を超えなければディスカウントビ

ジネスも可） 

【クラスＢ】原則ディスカウントエコノミー 

（備考） 

渡航費に関して、招へい研究者が所属機関の職務

のため、一時帰国せざるを得ない場合は、機構が

一時帰国の必要性及びその研究の継続性、連続性

を精査したうえ、例外的にその１回分の一時帰国

にかかる往復航空運賃及び空港からの交通費の支

給を認める場合がある。 

原則として、現地通貨で往

復航空券を購入した際の領

収書と往路搭乗半券を基

に、購入日の為替レートで

円換算した金額を、招へい

研究者の来日後速やかに支

給する。 

往復航空券の支給も可能

とする。 

２空港か

らの交通

費 

【クラスＳ、ＡＡ、Ａ、Ｂ、Ｃ共通】 

受入機関の最寄りの国際空港から受入機関ま

での往復交通費（公共交通機関）を支給する。 

【クラスＡ、Ｂ共通】 

受入機関の最寄りの国際空港から受入機関まで

の往復交通費（公共交通機関）を支給する。 

往路については、渡航費の

支給に併せて支給し、復路

については離日期日までに

支給する。 

３支度料 なし 【クラスＡ、Ｂ共通】 １２４，０００円を支給す

る。 

渡航費の支給に併せて支給

する。 
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４滞在費 

クラスにより、以下の日額を支給する。 

クラスＳ    ：４０，０００円 

クラスＡＡ及びＡ：１９，０００円 

クラスＢ    ：１４，０００円 

クラスＣ    ： ９，３００円 

【クラスＡ 】日額 ２２，０００円を支給。 

【クラスＢ 】日額 １７，０００円を支給。 

原則として、毎月 16 日ま

でに当月分の滞在費を支給

する 

５保険料 

【クラスＳ、ＡＡ、Ａ、Ｂ、Ｃ共通】 

下記の額を保険金の限度として、招へい期間

中、招へい研究者に対し保険を付与する。 

傷害死亡   ３０，０００千円 

傷害後遺障害 ３０，０００千円     

傷害治療    ２，０００千円 

疾病死亡    ２，０００千円 

疾病治療    ２，０００千円 

救援者費用   ７，０００千円 

賠償責任   １００，０００千円 

【クラスＡ、Ｂ共通】 

下記の額を保険金の限度として、招へい期間中、

招へい研究者に対し保険を付与する。 

傷害死亡   ３０，０００千円 

傷害後遺障害 ３０，０００千円     

傷害治療    ２，０００千円 

疾病死亡    ２，０００千円 

疾病治療    ２，０００千円 

救援者費用   ７，０００千円 

賠償責任   １００，０００千円 

当該保険料は機構から保

険会社に直接支払うものと

する。 

保険金(治療費用)は、招へ

い研究者から提出される請

求書等に基づき保険会社が

招へい研究者に直接支払う

ものとする。 

なお、保険加入にあたって

国民健康保険への加入が必

要な場合は、受入機関から

の請求を受けて機構が支給

するものとする。 



 10 

６出張旅

費 

個別招へい研究者が所在する都市を離れて旅

行をする必要がある場合には、内国旅行に限り、

交通費及び宿泊費（素泊り料）を実費で支給する

。滞在中の支払総額として以下の上限を設ける。 

クラスＳ    ：４００，０００円 

クラスＡＡ及びＡ：２００，０００円 

クラスＢ及びＣ ：１５０，０００円 

なお、滞在期間が１２０日未満の時には以下の上

限を設ける。 

クラスＳ    ：２８０，０００円 

クラスＡＡ及びＡ：１４０，０００円 

クラスＢ及びＣ ：１０５，０００円 

招へい者の研究活動の一環として受入機関の所

在する都市を離れて国内旅行をする場合には、招

へい期間中の出張旅費合計額について次の額を限

度として実際に要する交通費及び宿泊費を支給す

る。 

【クラスＡ】  ３００，０００円 

【クラスＢ】  ２５０，０００円 

ただし、滞在日数が１８０日未満の場合には以

下の上限を設ける。 

 

【クラスＡ】  ２００，０００円 

【クラスＢ】  １５０，０００円 

なお、表敬訪問等のために機構を訪問する場合

には、上記の限度額とは別に、交通費及び宿泊費

を支給する。 

受入機関から出張前に出張

計画を受理し、出張後に交

通費及び宿泊費の請求を受

けて、支給する。 


